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さ
あ
は
じ
め
よ
う
市
民
活
動

H

み
ん
な
の
た
め
わ
た
し
の
た

め
e

を
テ
l
マ
に

「市
民
活
動
フ
ェ
ア

mあ
び
こ
2
0
0
5
」
を
開
催
し

ま
す
。
参
加
す
る
特
団
体
が
活
動
内
容
を
紹
介
す
る
ほ
か
、

「
ス
ポ
ー
ツ
」

「環
境
」
「
保
健
・
福
祉
」「
教
育
・
文
化
」「
ま
ち
づ
く
り
」
の
5
つ
の

分
科
会
に
分
か
れ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
行
い
ま
す
。

6日(日)アビスタで開催3月5日(お・
h
F
昨
年
の
会
場
風
景

我
孫
子
市
の
市
民
活
動
は
、
手
賀

沼
浄
化
の
運
動
な
ど
の
長
い
歴
史
が

あ
り
ま
す
。
環
境
や
福
祉
、
生
涯
学

習
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
、

個
人
や
市
民
団
体
、
大
学
、
企
業
な

ど
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

・
市
民
活

動
を
活
発
に
行
っ
て
い
ま
す
。

市
民
活
動
フ
ェ
ア
は
、
ま
ち
づ
く

り
の
一
翼
を
担
う
こ
れ
ら
の
活
動
を

市
民
の
皆
さ
ん
に
紹
介
す
る
、
出
会

い
や
仲
間
づ
く
り
、
お
互
い
の
交
流

の
場
で
す
。

※

2
階
託
児
室
で
託
児
を
行
い
ま
す
。

日
程

3
月
5
日
出

・
6
日
制

場
所

ア
ピ
ス
タ

(1
階
ホ
l
ル
付

近
に
総
合
案
内
を
設
置
)

内
容
下
表
参
照

入
場
料

無
料
(
「
生
ご
み
堆
肥
に

よ
る
寄
せ
植
え
」
体
験
、
パ
ソ
コ
ン

で
名
刺

・
カ
1
ド
の
作
成
、
ふ
れ
あ

い
乗
馬
体
験
は
有
料
)

申
し
込
み

不
要

主
催

市
民
活
動
フ
ェ
ア

mあ
ぴ
こ

2
0
0
5
実
行
委
員
会

圃

市
民
活
動
支
援
課
・
内
線
4
8

9
 

て
ん
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ

な
い
。
経
営
責
任
を
明
確
に

し
て
責
任
を
有
す
る
も
の
に

損
失
の
補
償
を
求
め
る
こ
と
。

市
長
も
監
督
責
任
の
観
点
か

ら
負
担
苔
す
る
。

③
今
後
の
資
金
運
用
は
、
決

済
用
預
金
な
ど
を
活
用
す
る

市
の
一
般
会
計
の
ペ
イ
オ
フ

対
策
を
参
考
に
す
る
こ
と
。

(今
号
に
折
り
込
み
の
「
あ

び
こ
の
水
道
』
参
照
)

水
道
局
の
為
替
差
損
に
つ
い
て

我
孫
子
市
水
道
局
の
ド
ル

建
て
預
金
が
、
ド
ル
安

・
円

高
の
影
響
で
約
2
0
0
0
万

円
の
為
替
差
損
を
発
生
し
て

い
る
問
題
で
、
市
民
の
皆
様

に
は
大
変
な
ご
心
配
を
お
か

わ

け
し
、
心
か
ら
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す。

福
嶋
市
長
は
2
月
4
日
、

伊
藤
水
道
事
業
管
理
者
に
対
し

次
の
3
点
を
求
め
、
同
管
理
者

も
了
承
し
ま
し
た
。

①
外
貨
建
て
預
金
の
廃
止
を
決

定
し
て
か
ら
3
年
が
経
過
す
る

今
年
6
月
ま
で
に
、
確
実
に
円

に
転
換
す
る
こ
と
。

②
円
転
の
時
点
で
差
損
が
確
定

し
た
場
合
、
水
道
料
金
等
で
補

“長距離はやればやるほど結果
でる"ヲームでやるから意味
ある"
チームとしてやることの大切さ、110 : 00 '" 11 : 
仲間を思いやることの大切さを|
語っていただきます(手話通訳あ| ホール
り)
講師 川崎
学助教授・

上映 |自然を大切にしたいと思う方々 ヘ112: 00 '" 1 3 : 
|レイチエjレ・力一ソンの最後の|

「センス・オブ・ワンダーJ1メッセージを映像で伝えます | ホーjレ
学校給食の生ごみたい肥を使用

-，る寄せ植えJIた花の寄せ植えが体験できます
定員先着30人
500 

スポーツ

(内容、時間、場所は5日と同じです)

てし

「中央学院高校生物部の
取り組みJ
おすすめ
生きがいメニューさがし

ビデオ上映

「掘るまいかJ

ざめを実 現

保 健

福祉

の社会jレクイサ
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投
票
は
未
来
を
決
め
る
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
ロ

3
月
一
日
目
は
千
葉
一
県
知
事

任
期
満
了
に
伴
う
千
葉
県
知
事
選

挙
は
、

2
月
M
日
に
告
示
さ
れ
、

3

月
日
日
が
投
票
予
定
日
と
な
っ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
、
棄
権
し
な
い
で
必

ず
投
票
し
ま
し
ょ
、
っ
。

に続子 ② れ ① す挙
歪をき市平た昭。人次
録選に成方和 名の
さ挙転 16 60 簿要
れ期入年 年 に件
て日届 11 3 受を
いまを月 月 録備
るでし 23 14 さえ
方住た日 日 れ
民方ま 以て我
基でで前 い孫
本、ににる子

高引我生方車
き孫まで

-ー-t1 
始まります

市県民税と所得税の申告

怠第1135号

2月16日から3月15固まで

市
県
民
税
と
所
得
税
の
申
告
期
間

は、

2
月
日
日
か
ら
3
月
日
固
ま
で

で
す
。

2
月
初
日
と
幻
日
の
日
曜
日

いと①
方被公
選職
挙選
権挙
の法
停に

ま楚
受す
ける
て選
い挙
な権

投
票
所
で
の
投
票
を
ス
ム
ー
ズ
に

行
う
た
め
、
投
票
所
入
場
整
理
券
を

投
票
日
ま
で
に
各
家
庭
へ
郵
送
し
ま

す
。紛

失
し
た
り
、
転
居
な
ど
で
お
手

元
に
届
か
な
か
っ
た
り
し
た
場
合
で

も
、
選
挙
人
名
簿
に
受
録
さ
れ
て
い

れ
ば
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、
当
日

投
票
所
の
受
付
係
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、

1
枚
の
ハ
ガ
キ
に
6

人
分
ま
で
連
記
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

も
申
告
を
受
け
付
け
ま
す
。
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
が
、
平
日
の
申
告
が

困
難
な
方
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
県
民
税
の
申
告
は
、
市
民
会
館

な
ど
市
が
開
設
す
る
会
場
で
受
け
付

ぜ
志
す
(
下
表
)
。

申
告
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、

1
月
幻
日
に
市
県
民
税
申
告
書
を
郵

送
し
ま
し
た
。
会
場
は
大
変
混
雑
し

ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
郵
送
に
よ

る
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。
申
告
書

が
届
い
て
い
な
い
方
に
は
、
郵
送
し

ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

L
F

訂
正

広
報
あ
ぴ
こ
2
月
1
日
号
の

創

「
税
の
申
告
は
お
早
め
に
」
の
記
事
る

で
「
市
が
開
設
す
る
会
場
」
の
表
中
、
一
向

A
又
付
時
間
の
「
9
時
加
分

1
日

時

初

開

分
」
は
「
9
時
5
日
時
却
分
」
に
訂
時

正

し

ま

す

。

ー

〈
斉
藤
健
太
さ
ん

(棋
戸
小
学
枝
・

6
年
)
の
作
品
〉

同
問
回
同
回
目

各
自
切
り
離
し
て
本
人
が
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

期
目
前
投
票
は

投
票
日
当
日
に
、
仕
事
、
買
い
物
、

レ
ジ
ャ
ー
な
ど
何
ら
か
の
用
事
で
投

票
に
行
け
な
い
方
は
、
早
め
に
期
日

前
投
票
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所
下
回
参
照

持
参
投
票
所
入
場
整
理
券
(
本
人

の
も
の
)

身
体
に
陣
害
な
ど
を
お
時
割
ぬ
若
幽

郵
便
投
棄
を

|
|

|
ハ
γ
」

身
体
に
障
害
を
お
持
ち
で
公
職
選

挙
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
一

定
の
障

害
に
該
当
す
る
方
や
要
介
護
5
の
方

は
、
郵
便
投
票
「
自
宅
で
投
票
で
き

る
制
度
」
が
利
用
で
き
ま
す
。
手
続

き
に
日
教
を
要
し
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

平
成
時
年
ロ
月
4
日
以
降
に
我
孫

子
市
に
転
入
し
た
方
で
、
次
の
す
べ

て
の
要
件
を
満
た
す
場
合
は
前
住
所

地
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

①
千
葉
県
内
の
市
町
村
か
ら
の
転
入

で
あ
る

②
前
住
所
地
に
3
カ
月
以
上
継
続
し

て
住
ん
で
い
た

日 程 dz』z 場 内 d合-

2月16日目~叫風 市 民 .c>‘ 館 事市県民税の申告受け付け
2月20日 ~ 

事作成済みの確定申告書の預かり
2月21日開) 新木近隣センター (柏税務署に回送)

2月24日開 湖北地区公民館 事簡単な確定申告書の作成指導

2月27日(同 市 民 .c>‘ 館 ※次の方の確定申告はこちらの会場では指導で~ 

2月28日開) 布佐南近隣センター きません。制勝署でご相説ください。

3月1日例-4日幽 市 民 .c>‘ 館 。収支計算が也要な事業所得者(自営業、農業、~ 

3月7日開) 湖(駐北車台場市は民センター
不動産業、作家など)

ありません) 。土地、建物、株式などの譲渡所得の申告を
する方

3月8即ト 11日樹、
。青色申告、過年分の申告、平均課税の申告

市 民 .c>‘ 館 をする方
3月15日例 ~ 

。住宅借入金等特別控除、雑損控除、外国税
額控除を受ける方

内 容

申市県民税の申告受け付け
ザ |
(受付時聞は、 10:∞-12:∞1，13:∞-15:30) 

※受付時間は、 9:00-11:30、13:∞-15:30です。
日 程 | 会 場

2月21日開)-25日倒

③
前
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る

前
住
所
地
で
投
票
す
る
場
合

は
、
我
孫
子
市
長
が
発
行
す
る

「
引
き
続
き
県
内
に
住
ん
で
い

る
こ
と
の
証
明
」
の
提
示
が
必

要
で
す
。
2
月
M
日
か
ら
投
票

日
当
固
ま
で
市
役
所
市
民
課

(
本
庁
舎
1
階
)
で
発
行
し
ま

す
。
必
要
な
方
は
、
本
人
が
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
手
数
料
は

無
料
で
す
。

※
県
知
事
選
と
同
日
に
行
わ
れ

る
千
葉
県
議
会
議
員
補
欠
選
挙

に
つ
い
て
は
、
広
報
あ
ぴ
こ
3

月
1
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
他
の
市
区
町
村
で
不
在
者
投

票
を
す
る
方
は
、
お
早
め
に
選

挙
管
理
委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

圃
選
挙
管
理
委
員
会
・
内
線

3
4
6
 

-フ

相
税
務
盤
石
(
柏
駅
西
口
下
車
徒
歩

日
分
)
で
受
け
付
け
ま
す
。

2
月
初

日
と
訂
日
の
日
曜
日
も
申
告
書
用
紙

の
配
布
、
申
告
誉
作
成
の
ア
ド
バ
イ

ス
、
申
告
書
の
受
け
付
け
を
行
い
ま

す
。
そ
れ
以
外
の
土
・
日
曜
日
、
祝

日
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

※
柏
税
務
署
の
駐
車
場
は
、

4
月

上
句
ま
で
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
臨
臨

時
駐
車
場
等
も
設
け
て
い
ま
せ
ん
帥

丸

一

官

パ

ス

を

ご

利

用

く

柵

犬ふ
C
U

鋪

R

郵
送
で
申
告

で

き

ま

す

恥

会
場
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。
申

賜

告
書
は
な
る
べ
く
自
分
で
書
く
か
、
州

国
税
庁
の
ホ
1
ム
ペ

1
ジ

(

宮

菅

何

一¥
¥
若
者

3
5
m
o句
)
な

ど

出

で
作
成
し
て
く
だ
さ
い

0

8

プ市民

「
振
り
込
め
詐
欺
」
と
は
、
「
オ
レ

オ
レ
詐
欺
」
、
「
架
空
請
求
詐
欺
」
、
「
融

資
保
証
金
詐
欺
」
の
総
称
で
す
。

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
電
話
や
郵

便
な
ど
を
利
用
し
て
他
人
を
だ
ま
し
、

高
額
な
振
り
込
み
-を
要
求
す
る
手
口

で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
預
貯
金
講

座
へ
の
振
り
込
み
」
に
よ
る
詐
欺
を

「
振
り
込
め
詐
欺
」
と
呼
ぴ
、
皆
さ

ん
が
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
、
注

意
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

。
す
ぐ
に
振
り
込
ま
な
い
(
振
り
込

み
を
そ
の
日
に
し
な
い
)

作
成
し
た
申
告
書
は
〒
2
7
7
1

8
5
2
2
柏
市
あ
け
ぼ
の
2
の
1
の

却
柏
税
務
署
に
郵
送
す
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
収
受
印
の
押
さ
れ
た
申

告
書
の
「
控
」
が
必
要
な
方
は
、

3

枚
複
写
の
申
告
書
の
3
枚
目
と
切
手

を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て

く
だ
さ
い
。

無
料
申
告
相
醗
を
実
施

千
葉
県
税
理
士
会
柏
支
部
で
は
、

税
理
士
に
よ
る
小
規
模
事
業
者
の
た

め
の
無
料
申
告
相
談
を
行
い
ま
す

(
左
表
)
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日 程 4z』z 場

2月 あびこ市民プラザ

2聞トお脳楽曙主説25P臥高場10:∞-12:∞ 
13:∞-15:羽※
※混雑状況により、終了時間前に受
け付けを締め切る場合があります。
※年金受給者や給与所得者の還付申
告の相設も行います。

の税務署から
お知らせ

組

。
一
人
で
振
り
込
ま
な
い
(
一
人
で

振
り
込
み
を
せ
ず
、
ま
ず
相
談
)

最
新
の
悪
質
な
手
口

架
空
請
求
詐
欺
で
は
、
裁
判
所
の

少
額
訴
訟
を
悪
用
す
る
ケ
l
ス
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
裁
判
所
と
記
載
さ

れ
た
郵
便
物
を
受
け
取
っ
た
場
合
は

廃
棄
せ
ず
に
、
裁
判
所
の
電
話
番
号

を
調
べ
て
、
裁
判
所
に
必
ず
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
郵
便
物
に

記
載
さ
れ
た
電
話
番
号
で
「
0
9
0
」

や
「
0
8
0
」
か
ら
始
ま
る
番
号
は

官
公
庁
の
代
表
番
号
に
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

被
審
防
止
の
大
原
則

被
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

。
電
話
を
一
度
切
り
、
事
実
を
確
認

す
る
こ
と

。
相
践
す
る
こ
と
で
す
。

※
ご
相
談
な
ど
詳
し
く
は
、
我
孫
子

瞥
察
署
生
活
安
全
課
宮
7
1
8
2
・

0
1
1
0
へ。

万円以上の贈与を受けられた方は、贈与

税の申告力加要になります。

贈与税に関する特例の主なものは次の

とおりです。

-住宅取得等資金の贈与

-居住用住宅の贈与にかかる配偶者控除

.相続時清算課税

※これらの特例には、それぞれ一定の要

件があります。この要件を欠くことがあ

れば特例が受けられませんのでご注意く

ださい。

申告と納税の期限は?

所得税と贈与税の申告と納税の期限は

3月15日、消費税(個人事業者)の申

告と納税の期限は3月31日です。お近

くの金融機関の窓口で納付できます。

所得税と消費税は口座振替力慢利です

のでご利用ください。平成16年分の口

座振替日は所得税が4月19日、消費税

が4月26日です。

贈与税について
平成16年中に不動産、現金など110

市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp市役所の電話番号ft7185-1111 。はfあびこ楽校jの事業です。
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市医文化講座生を
起業プランからレベルアップまで

か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を
起

業
し
よ
う
と
い
う
方
の
プ
ラ
ン
へ
の

ア
ド
バ
イ
ス
か
ら
、
す
で
に
起
業
し

て
い
る
方
や
N
P
Oが
行
っ
て
い
る

事
業
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
ま
で
、
専
門

家
が
個
別
に
相
談
を
行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

3
月
日
日
同
・
四
日
出
い
ず

れ
も
①
午
前
日
時
か
ら
正
午
②
午
後

1
時
日
分
か
ら
3
時
日
分
③
牛
後
3

時
必
分
か
ら
5
時
記
分

場
所
市
役
所
ま
た
は
市
民
会
館

相
談
者

山
本
健
一
さ
ん
(
中
小
企

業
診
断
士
)
、
玉
崎
雅
人
さ
ん
(
社

会
保
険
労
務
士
)
、
永
沢
映
さ
ん

(N

P
O法
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
)

客
員
各
回
先
着
3
組
(
計
四
組
・

予
約
制
)

費
用

無
料

申
し
込
み
・
圃

電
話
で
市
民
活
動

支
援
謀
宮
7
1
8
5
・
1
4
6
7
へ

※応募者多数の場合は抽選。

月下旬に通知します)

※応募が5人または定員の4割に満たな

い講座は、開講しないことがあります。

※旧村川別荘には駐車場はありません。

アビスタの駐車場は有料。(1時間以内

は無料。以後1時間につき100円)

主催我張子市民文化講座連合会

圏各講師ヘ

(結果は3期間 4月から平成18年3月まで

対象継続して受講できる18歳以上の市

内在住の方(お子さんを連れての受講は

ご遠慮ください) 品りぬ

申し込み 往復ハガキに住折、氏名、年

齢、電話番号、講座名、受講場所、受講

目、 講師名を明記し、3月11日必着で〒

270・1164つくし野2の22の8小林武雄

ヘ

独
立
・
起
業
を
お
考
え
の
皆
さ
ん
ヘ

ご
利
用
く
だ
さ
い
地
域
雇
用
受
皿
事
業
一特
別
奨
励
金

創
業
経
費
の
3
分
の
1
を
支
援
、

1
人
雇
う
と
釦
万
円
を
支
給

厚
生
労
働
省
で
は
、
雇
用
の
創
出

の
た
め
に
創
業
を
支
援
す
る
制
度

(
地
域
雇
用
受
皿
事
業
特
別
奨
励

金
)
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

支
給
条
件
が
緩
和
さ
れ
使
い
や
す

く
な
り
ま
し
た
。
独
立

・
起
業
を
お

考
え
の
方
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

実
絶
対
量
と
な
る
諸
人
の
主
な
集
件

1

株
式
会
社
、

N
P
O法
人
、
企

業
組
合
、
社
会
福
祉
法
人
、
社
会
保

険
労
務
士
法
人
な
ど
を
設
立
し
(
既

存
の
法
人
が
新
事
業
を
行
う
子
会
社

を
設
立
す
る
場
合
等
も
含
む
)
、
事

業
計
画
の
申
請
を
法
人
設
立
の
翌
日

か
ら
6
カ
月
以
内
に
行
う
こ
と
。
法

人
設
立
前
に
申
請
を
行
っ
た
場
合
は
、

事
業
計
画
の
認
定
後
3
カ
月
以
内
に

法
人
を
設
立
す
る
こ
と
。

2

次
の
事
業
(
地
域
に
貢
献
す
る

事
業
)
を
主
た
る
事
業
と
し
て
行
、
っ

こシ」
。

①
個
人
向
け

・
家
庭
向
け
ザ
l
ピ
ス

②
社
会
人
向
け
教
育
サ
ー
ビ
ス

③
企
業

・
団
体
向
け
サ
ー
ビ
ス

④
住
宅
関
連
サ
ー
ビ
ス

⑤
子
育
て
サ
ー
ビ
ス

⑥
高
齢
者
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

⑦
医
療
サ
ー
ビ
ス

③
リ
1
ガ
ル
サ
ー
ビ
ス

⑨
環
境
サ
ー
ビ
ス

⑮
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
ア
ウ
ト
ソ

ー
シ
ン
グ

支
給
を
聾
け
る
こ
と
が
で
き
る

主
な
集
件

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
労
働

者
を
3
人
以
上

(
1
人
以
上
は
非
自

発
的
離
職
者
H
自
己
の
都
合
や
自
己

の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
ら
ず

に
離
職
し
た
人
)
現
に
継
続
し
て
雇

用
し
て
い
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

た
だ
し
、
法
人
設
立
の
日
か
ら
6
カ

月
以
上
経
過
し
て
か
ら
支
給
申
請
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
常
用
労
働
者
ま
た
は
短
時
間
労
働

者

(
1
人
以
上
は
常
用
労
働
者
)

②
雇
い
入
れ
日
現
在
で
臼
歳
未
満
の

人

③
雇
い
入
れ
後
3
カ
月
以
上
経
過
し

た
人
④
法
人
の
設
立
登
記
の
日
か
ら
1
年

6
カ
月
以
内
に
雇
い
入
れ
ら
れ
た
人

支
給
額新

規
創
業
に
係
る
経
費
の
3
分

の
l
(上
限
額
5
0
0万
円
5
1
5

0
万
円
H
解
雇
や
人
員
整
理
の
前
に

事
業
主
が
ハ
ロ
l
ワ
ー
ク
に
提
出
す

る
雇
用
調
整
方
針
ま
た
は
再
就
職
援

助
計
画
の
対
象
者
や
非
自
発
的
離
職

者
な
ど
の
雇
い
入
れ
状
況
に
応
じ
て

上
限
額
が
異
な
る
)

2

却
歳
以
上
の
非
自
発
的
離
職
者

の、

2
り
、
常
用
労
働
者
1
人
当
た
り

却
万
円
、
短
時
間
労
働
者
1
人
当
た

り
日
万
円

(
1
0
0
人
が
限
度
)
。

※
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
倒
産

業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
地
方
事
務
所

(
雇
用
再
生
本
部
)
宮
0
5
7
0
・

0
0
5
4
4
0
へ
。
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
、

市
民
自
ら
が
地
域
の
困
っ
た
問
題
の

解
決
や
生
活
の
質
を
上
げ
る
よ
う
な

活
動
を
、
ビ
ジ
ネ
ス
で
展
開
し
て
い

こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
・
ヮ

ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
会
」
で
は
、
こ
れ

講座名 受講日 内 容
定 受講料 講師 名

場所
員 (月額) 電話番号

書道 第水1 ・午第3 15 (3テ，キOス00ト側円) 井出琴泉 アビスタ
曜日前 人 7182・5622

書道 土第曜2日・第午前4 
漢字、仮名 15 (3テキ0ス00ト側円) 

佐藤白峰
旧村川別荘

の初歩から 人 7188・86ω

書道 土第曜2日・第午前4 15 (3テ，キOス00ト側円) 下平荷香 市民会館人 7185・3315

茶道(裏) 集曜1日・午第前3 15 (3水5屋0料0含円む)
早野宗津

湖北地区公民館人 7188・28お

茶道(表) 第火1 ・午第3 15 (3水，屋50料0含円む)横山宗樹 アビスタ
曜日前 茶道の初歩 人 7185・15日

茶道(裏) 第水2・午第4 
から 15 (3水5屋0料0含円む)

中野宗信
旧村川別荘曜日前 人 7188・0681

茶道(表) 第水1 ・午第3 15 (3水，屋50料0含円む)小野一宗 旧村川別荘曜日前 人 7182・6161

水墨画 第金1 ・午第3 初・は歩がかきら絵山水 15 3，000円
篠田佳以子

アビスタ
曜日後 人 7182-2842 

水彩画 第火2・午第4 初歩の水き絵彩画 20 3，000円
樽 良子

湖北地区公民館
曜日後 とはが 人 7188・84邸

油絵 第火1 ・午第3 楽しく絵を 15 3，000円
沢崎静江

湖北地区公民館
曜日前 描油' う

人 7188・6901

油絵 第土2・午第4 
絵、ー・アク 15 3，000円

沢田伴子
市民会館

曜日後 リルでも 人 7182・6718

華(池坊道) 第木曜1日・午第前3 
15 (杭2010目0卿円聞下村百合枝 湖北地区公民館人 7184-33ω 

華(池坊道) 第火2・午第4 
華道の初歩 15 (杭2010目0卿円聞上原みち子 湖北地区公民館

曜日前 から 人 7139・8613

(華小原道流) 第木曜2日・第夜間4 
15 (杭2010目0卿円聞中由美知子 アビスタ人 7188・0298

短歌
第2・第4短歌創作の 15 2，000円

池田弓子
旧村川別荘土曜日午後 初歩から 人 7184・88鈎

謡曲 第2・第4宝生流謡曲 15 2，500円
小林武雄

アビスタ
(宝生流)日曜日午前 の初歩から 人 7185・2230

謡曲 第2・第4観世流謡曲 15 2，500円
岩村 隆

旧村川別荘(観世流)日曜日午前 の初歩から 人 7149・8491

ステンドグラス 第3火曜日 ステンドグラ 15 江2具，0・0材0紺円珊 正木美夜子 アビスタ
とアクセサリー 午前・午後 スの初歩から 人 7184・4376

フランス 第1・第3フランス刺繍 15 江2具，0・0材0紺円tOO 宮崎睦子 アビスタ刺繍(ししゅう)木曜日午前 の初歩から 人 7184・5446

It 'iチワーク 第1・第3パッチワークキ 15 江2具，0・0材0紺円珊 小枝ひろ子 市民会館キル卜 土曜日午前 ルトの初歩から 人 7189・0138

粘土工芸
第2・第4花や小物を 10 江2具，0・0材0紺円tOO 関真由美 湖北地区公民館
木曜日午前 っくります 人 7182・44ω

俳句
第2・第4俳句の初歩 10 2，000円

原 瞳子
アビスタ

土曜日午後 から 人 7185・05関

レディース囲基 第1'"第4囲碁入門コース 20 2，500ト側円) 山口達郎 市民会館
(男性の受講可)水曜日午前 (6"'19路盤) 人 (テキス 7188・1418

日本舞踊
第1・第3古典舞踊の 15 3，000円

藤間藤人
市民会館

金曜日午前 初歩から 人 7182-0161 

着付け
第1・第3普段着から礼 15 2，500円

根津幸子
アビスタ

土曜日午前 装まで自分で 人 7132・59ω

詩吟 集曜1日・第夜間3 詩吟の初歩 15 2，000円
津川園神 アビスタ

から 人 7182-3426 

受講時間

fi'ビスタ、湖北地区公民館、 旧村川別荘l
0午前の部…9時30分'"11開30分(華道の午前の部は10聞'"11時30分)
0午後の部…12時30分"'14時30分 O夜間の部…18時30分"'20時30分
I市民会館l
0午前の部…9時30分'"11開30分

ζ剃簡(f;eぃ 防災行政無線放送テレホンサービスft0120-031676 ファクスガイド ・ファクス便利帳ft7183-6000 

0午後の部…13間"'15開

テレホンガイド ・声の便利帳ft7185-5000 
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健康は、すべての人の共通した顧いです。

しかし、全国で轄尿病は690万人、高血圧、

高脂血症などの異常のある人は4000万人と

推定されており、これらの疾病には、生活習

慣の乱れや運動不足、ストレスなどの生活習

慣が発症や進行に深くかかわっていることが

指摘されています。

このアンケー卜は、食生活、運動習慣、

喫煙などの生活習慣や健康観など「健庫J
について総合的に把握し、 i(恒称)健庫増

進計画Jに反映することを目的に、市内小・
中・高校生と成人を対象に実施したもので、

調査の回収結果は下表のとおりです。

このたび、その結果がまとまりましたの

で、その一部を紹介します。

固保健センターft7185・1126

区
圃ー・冒町一-
-・・・・・・・・・・・・・・・"
・『恒l

・司，貯

らカミ果結、園圃.ケンアの画計進増

可Fアンケー卜の対象者と回収結果

対象者 配布教 回収数 回収率

成人 1524 676 45.3 

小学1年生保護者 401 401 100 

小学4年生 452 452 100 
中学生 214 214 100 

高校生 295 295 100 

世
代
に
よ
っ
て
異
な
る
健
康
観

健
康
と
は
ど
ん
な
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
る
か
、
お
聞
き
し
ま
し
た
。

す
べ
て
の
世
代
で
、

「心
身
と
も

に
す
こ
や
か
で
楽
し
く
過
ご
せ
る
こ

と
」
の
回
答
が
最
も
多
く
な
っ
て
い

ま
し
た
。
(表
1
)

小
・
中
・
高
校
生
で
は

「ま
っ
た

く
病
気
を
し
な
い
こ
と
」
、
成
人
で

は

「病
気
や
障
害
を
も
っ
て
い
て
も

仕
事
や
日
常
生
活
に
支
障
が
な
い
こ

と
」
が
次
に
多
い
回
答
で
し
た
。
こ

れ
は
背
景
と
し
て
、
高
齢
期
で
有
病

率
が
増
加
す
る
た
め
と
推
測
で
き
ま

す。
世
代
に
よ
っ
て
、
健
康
観
が
異
な

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

健
康
観
に
よ
っ
て
健
康
へ
の

気
配
り
や
健
診
の
受
診
状
況
に
差

健
康
へ
の
気
配
り
と
健
康
診
断
や

検
診
の
受
診
状
況
を
お
聞
き
し
ま
し

た
日
ご
ろ
か
ら
健
康
に

「気
を
つ
け

て
い
る
」
は
お
・
2
%
で
、

「あ
る

程
度
気
を
つ
け
て
い
る
」
を
あ
わ
せ

る
と
但
・
9
%
に
な
り
ま
す
。
健
診

の
受
診
状
況
は
、
最
近
1
年
以
内
に

「受
け
た
」
は
初
・
7
%
、

「受
け
て

た

ば

ιー

喫
煙
の
理
由
に
つ
い
て
お
聞
き
し

ま
し
た
。
喫
煙
の
理
由
は
、

「
ス
ト
レ
ス
の

解
消
」
が
お
・
6
%
で
最
も
多
く
、

次
い
で

「習
慣
だ
か
ら
」
お
・

5
%
、

「好
き
だ
か
ら
」
幻
・

7
%
で
す
。

ス
ト
レ
ス
と
喫
煙
状
況
と
の
関
連

で
は
、
ス
ト
レ
ス
を
い
つ
も
感
じ
て

い
る
人
は
、
喫
煙
の
割
合
が
最
も
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

受
動
喫
煙
は
、
全
体
の
約
8
割
の

人
が
体
に
筈
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

い
ま
す
が
、
喫
煙
者
の
認
識
は
約
5

割
と
、
た
ば
こ
を
眼
わ
な
い
人
に
比

べ
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

心
の
健
康
と
休
養

心
の
健
康
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま

し
た
。「イ
ラ
イ
ラ
や
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

ま
す
か
」
の
質
問
で
は
、
中
・
高
校

生
、
成
人
と
も
に
ス
ト
レ
ス
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
(表
4
・
5
)

成
人
で
は
7
割
以
上
の
人
が
イ
ラ

イ
ラ
や
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
お
り
、

男
女
と
も
初
歳
代
か
ら
印
歳
代
で
そ

V表4

. ストレスが
多いと思う

ストレスは
普通だと思う

い
な
い
」
は
幻
・
1
%
で
す
。

年
代
別
に
見
る
と
、

ω歳
代
以
降

の
方
に

「気
を
つ
け
る
」
と
い
う
割

合
が
高
く
な
り
、

m
l初
歳
代
で
は

「気
を
つ
け
て
い
な
い
」
の
割
合
が

他
の
世
代
に
比
べ
て
高
く
2
割
を
占

め
て
い
ま
す
。

健
康
観
別
に
見
る
と
、

「
病
気
や

障
害
を
も
っ
て
い
て
も
仕
事
や
日
常

生
活
に
支
障
が
な
い
こ
と
」
と
い
う

健
康
観
の
人
は
健
康
に

「気
を
つ
け

て
い
る
」
が、

ω
・
9
%
、
健
診
を

「受
け
た
」
が
部
・
1
%
と
割
合
が

最
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

「病
院
に
か
か
る
ほ
ど
の
病
気
を

し
な
い
こ
と
」
と
い
う
健
康
観
の
人

は、

「
健
康
に
気
を
つ
け
て
い
る
」

が
作
・
9
%
、
健
診
を

「
受
け
た
」

が
日
・
3
%
で
す
。

健
康
観
に
よ
っ
て
健
康
へ
の
気
配

り
や
健
診
の
受
診
状
況
に
差
が
生
じ

て
い
ま
す
。
(表
2
)

な
お
、
W
H
O
(世
界
保
健
機
構
)

で
は
、
健
康
観
を

「健
康
と
は
、
何

事
に
対
し
て
も
前
向
き
の
姿
勢
で
取

り
組
め
る
よ
A
J
な
、
精
神
お
よ
び
肉

体
、
さ
ら
に
社
会
的
に
も
適
応
し
て

い
る
状
態
を
い
う
」
と
定
義
し
て
い

ま
す
。

の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

中
学
生
で
は
必
・
5
%
、
高
校
生

で
は
お
・
6
%
が
ス
ト
レ
ス
が
多
い

と
回
答
し
て
い
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
る
項
目
に
は
、

「友
人
・
異
性
・

先
輩
と
の
関
係
」「
勉
強
」「
家
族
関

係
」「
部
活
動
」「
教
師
と
の
関
係
」

な
ど
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
を
解
消
が
で
き
て
い
る

の
は
、
成
人
で
は

「
で
き
て
い
る
」

と

「
あ
る
程
度
解
消
で
き
て
い
る
」

を
加
え
る
と
加
・
4
%
で
す
。

一
方
、
中
・
高
校
生
で
は
、

「
解

消
方
法
が
な
い
」
は
、
高
校
生
Mm
・

-
%
、
中
学
生
位
・
1
%
に
も
の
ぼ

り
ま
す
。
特
に
中
学
生
で
は
、
ス
ト

レ
ス
が
多
い
人
ほ
ど
、
悩
み
を
相
談

す
る
相
手
が
い
な
い
割
合
が
高
く
な

っ
て
い
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
の
程
度
と
睡
眠
と
の
関

連
を
見
て
み
る
と
、
ス
ト
レ
ス
を
ほ

と
ん
ど
感
じ
な
い
人
は
、

「
い
つ
も

十
分
眠
れ
た
と
感
じ
る
」が
印
・
6
%

で
あ
る
の
に
対
し
、
ス
ト
レ
ス
を
と

き
ど
き
感
じ
る
人
は
お
・
1
%
、
い

つ
も
イ
ラ
イ
ラ
を
感
じ
て
い
る
人
は
、

日
・
3
%
と
大
き
な
差
が
生
じ
て
い

ま
す
。熟
睡
感
は
、
ス
ト
レ
ス
の
程
度
に

大
き
く
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

46.4% 

自分なりのストレス解消法があるか
(外側の円=高校生、内側の円=中学生)

! 
42.1 % ) JSs'A11鮒

26.1% 

. ストレスは
少ないと思う

園無回答
(中 ・高とも 1.4%)

.自分なりのストレス
解消方法がある 回収率単位:%

日
ご
ろ
の
生
活
習
慣
が
健
康
の
カ
ギ

栄

養

と

食

生

活

日
常
に
不
可
欠
な
食
生
活
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

閉
荏
に
は
全
般
的
に
肥
満
が
見
ら

れ、

ω代
で
は
お
よ
そ
3
人
に
1
人

が
肥
満
で
す
。
女
性
は
、
閉
荏
に
比

べ
標
準
体
型
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
初
歳
代
で
は
4
人
に
1
人
が
標

準
体
型
よ
り
や
せ
て
い
ま
す
。

初
歳
代
の
女
性
と
mw
歳
代
の
男
性

の
食
生
活
を
見
る
と
、
三
食
き
ち
ん

と
食
事
を
取
っ
て
い
な
い
人
は
、
約

4
割
に
の
ぼ
り
ま
す
。

ど
の
世
代
で
も
、
三
食
き
ち
ん
と

食
べ
る
人
や
食
事
の
量
や
栄
養
バ
ラ

ン
ス
に
気
を
つ
け
て
い
る
人
(
夜
食

・
間
食
を
控
え
る
傾
向
)
は
、
標
準

体
重
を
維
持
し
て
い
る
割
合
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
三
食
き
ち
ん
と
食
事
を
取

っ
て
い
な
い
の
は
小
・
中
・
高
校
生

に
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
小
学
校
1
年

生
で
5
%
、
小
学
校
4
年
生
・
中
学

校
1
年
生
で
は
約
叩
%
で
す
。
高
校

健康とはどんなことだと思いますか(健康観)

心身ともに
すこやかで、
楽しく過ご
せること

V表1

その他・無回答 (1.1%)

病院にかかるほとうの病気をしな
い(していない)こと

まったく病気をしない(してい

並立五主
病気や障害をもっていても、仕
事や日常生活に支障がないこと

歯

の

健

「
歯
は
何
本
あ
り
ま
す
か
」
の
質

問
に
、
成
人
の
3
割
が
、
お
本
す
べ

て
残
っ
て
い
る
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

年
代
別
に
見
る
と
、
日
歳
代
で
は

初
本
以
下
の
割
合
が
1
割
と
な
り
、

ω歳
代
で
は
2
割
に
な
っ
て
い
ま
す
。

糸
ょ
う
じ
を
使
用
し
た
り
、
定
期

的
に
歯
石
除
去
を
受
け
た
り
す
る
な

ど
、
日
ご
ろ
か
ら
歯
の
健
康
に
気
を

つ
け
て
い
る
人
は
、
平
均
よ
り
歯
の

数
が
3
本
か
ら
4
本
多
く
残
っ
て
い

ま
す
。

日
歳
代
以
上
で
、

自
分
の
歯
が
初

本
以
上
あ
る
人
と
初
本
未
満
の
人
を

比
較
す
る
と
、
初
本
以
上
あ
る
人
の

方
が
、
生
活
習
慣
病
健
診
で
指
摘
さ

れ
た
割
合
が
約
1
割
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。

特
に
、
血
糖
値
で
は
そ
の
差
が
顕

著
で
、
日
歳
代
以
上
の
女
性
で
は
2

倍
の
差
が
あ
り
ま
す
。
(表
6
)

歯
の
健
康
は
、
胎
児
へ
の
影
響
、

動
脈
硬
化
、
脳
卒
中
、
脳
町
閉
鎖
、
糖

尿
病
や
骨
粗
し
よ
う
症
な
ど
の
疾
病

と
探
く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
認
識
は
十
分
で
は
な
く
、

悪
影
響
が
あ
る
と
思
う
割
合
は
成
人

で
は
3
割
以
下
に
な
っ
て
い
ま
す
。

自分なりのストレス
解消方法力、ない

園無回答
(中=1.8%、高=2.0%) 

v表5 成人のストレス
ストレスを感じる

・ いつも感じる
生
は
お
%
で
4
人
に
1
人
で
す
。

運
動
と
適
正
体
重

適
度
な
運
動
を
継
続
し
て
行
っ
て

い
る
か
お
聞
き
し
ま
し
た
。

日
ご
ろ
運
動
し
て
い
る
か
の
質
問

に、

U
・
9
%
が

「
し
て
い
る
」
と

回
答
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
「週

2
回
以
上
の
運
動
を
継
続
し
て
行
っ

て
い
る
」
は
臼
・
5
%
、
次
い
で

「週

1
回
程
度
」
は
四
・
4
%
、

「月

2

5
3
回
」
は
5
・
5
%
で
す
。

内
容
は

「
ウ
オ
l
キ
ン
グ
」
が
最

も
多
く
、
次
い
で

「ゴ
ル
フ
」「
ジ
ョ

ギ
ン
グ
」
な
ど
で
す
。
(表
3
)

世
代
別
に
見
る
と
、

ω歳
代
以
上

で

「週
2
回
以
上
の
運
動
を
継
続
し

て
行
っ
て
い
る
」
の
割
合
が
高
く
な

っ
て
い
ま
す
。

mw
歳
代
で
は

「週
2
回
以
上
の
運

動
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
」
の
割

11.0% 

6.9% 

6.3% 

4.9% 

V表3 どのような運動をしているか

ウオーキングl

ゴルフ

ジョギング

スポーツジムで運動
水泳

その他
無回答

合
は
却
・
8
%
で
他
の
世
代
に
比
べ

て
最
も
低
く
、
そ
の
理
由
と
し
て
「時

間
に
余
裕
が
な
い
」「
気
軽
に
運
動

で
き
る
施
設
が
な
い
」「
運
動
を
一

緒
に
楽
し
む
仲
間
が
い
な
い
」
な
ど

を
挙
げ
て
い
ま
す
。

主
食
・
主
莱
・
副
菜
を
そ
ろ
え
た

食
事
を
取
り
、
適
度
な
運
動
を
継
続

的
に
行
う
こ
と
は
、
肥
満
を
予
防
し
、

標
準
体
型
を
維
持
す
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。

92.，I% :コi
-ZE側、

99.9.% 
~]関 J 

93:8% 
l63f3R/; 

7}r.9"% 
~謝。

80.0% 
ω~同

V表2 健康観別に見た健康への気配りと健康診断の受診状況

l健康に気をつけている(気をつけている・ある程度は気をつけている)
l健康診断を受けた

「心身ともにすこやかで、楽しく過
ごせることJと回答した方の中で
の割合

「病気や障害をもっていても、仕事
や日常生活に支障がないことJと
回答した方の中での割合

「まったく病気をしない(してい
ない)ことJと回答した方の中で
の割合

「病院にかかるほどの病気をしな
い(していない)ことJと回答し
た方の中での割合

「その他Jと回答した方の中での
割合

康

健

康

チ

ク

B豊麗への憲E震と生活習¥が語Jき
(仮称)健康

工

ツ

健
康
診
断
は
、
健
康
管
理
の
基
礎

に
な
り
ま
す
。

生
活
習
慣
病
健
診
で
指
摘
さ
れ
た

項
目
を
伺
う
と
、

「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
や
中
性
脂
肪
が
高
い
」
が

ω
・

8
%
、

「血
圧
が
高
い
」
が
お
・
2
%
、

「太
り
す
ぎ
」
が
幻
・
2
%
、

「
血
糖

値
が
高
い
」
が
幻
・
3
%
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
問
題
を
指
摘
を
さ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
放
置
し
て

い
る
人
は
、

「
太
り
す
ぎ
」
で

m
・

2
%
、

「
血
糖
値
」
で
6
・
9
%
、

「
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
」
で
6
・
2
%
、

「
血

圧
」
で
4
・
0
%
に
な
っ
て
い
ま
す
。

(
仮
称
)
健
康
増
進
計
画
は

4

月

に

ス

タ

ー

ト

市
で
は
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
を
踏
ま
え
、
(
仮
称
)
健
康
増

進
計
画
を
策
定
し
、
4
月
か
ら
ス
タ

ー
ト
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
計
画
は
、
従
来
の
。
病
気
の

早
期
発
見
診
の
対
策
に
加
え
、
す
べ

て
の
世
代
に
お
け
る
生
活
習
慣
の
改

善
を
目
指
し
、
病
気
を
予
防
す
る
。
一

次
予
防
。
を
最
も
重
要
な
取
り
組
み

と
し
て
位
置
づ
け
ま
す
。
そ
し
て
、

62.6% 

ときどき感じる

- ほとんど感じない

園無回答 (0.6%)

-女

37.9% 

男

V表6歯の本数と血糖値が高い人の関係
(50 -89歳の人)

歯が20本以上で血糖値が
高いと指摘された人

歯が20本未満で血糖値が
高いと指摘された人

市
民
の
皆
さ
ん
が
自
ら
取
り
組
む
健

康
づ
く
り
と
、
そ
れ
を
支
え
る
取
り

組
み
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

な
お
、
市
で
は
(
仮
称
)
健
康
増

進
計
画
の
骨
子
案
に
対
す
る
ご
意
見

を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見
は

郵
便
ま
た
は
E
メ
l
ル
で
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
(
〒
2
7
0
1
1
1
3
2
湖

北
台
1
の
ロ
の
目
、

F
o
w
oロ
の
ゆ
ロ
仲

買
-
@
n
F
q・ω-uFW0・
n
V
-
E
-号
)

※
骨
子
案
は
、
市
役
所
行
政
資
料
室

ま
た
は
市
の
ホ
1
ム
ペ

1
ジ
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

イライラやストレスを解消できているか

65.0% 

ある観できている

-あまりできていない

-解消できている

できていない

100% 80% 60% 40% 20% 園 無回答 (0.4%)

V機械式生ごみ処理機・堆肥化容器指定販売庖

唐 名 所在地電話取扱商品

東葛ふたぱ我孫子支庖寿1・14・18 7182・3121コンポスト

農業協同湖北支唐古戸171・2 7188・2511

組 合布佐支庖布佐1132 7189引 51ボカシ容器

自然食品の庖よねかわ湖北台8・10・8

小規模作業所おおばん新々 田77-5

染井金物庖 本町3・8・12

あびこイー工ム・ショップ本町3・1・14

東我孫子2-33-22

新木2550 7188・4444
機械式生ご

高野山346・5 7184・8222
み処理機

布佐平和台1・1・01047189・4188

7189・5794

7182・2375ボカシ容器

7169・8955

7183・7747

7182・7552アニュー東我孫子

ダスキン

渡辺電機

斉藤電器

( 1年度で2容器)

※本体価格は、 消費税を除いた額です。

申請手続き O指定販売庖(右表参照)で購入する

場合・・印鑑と預金通帳なと補助金の振込先のわかる

もの(郵便貯金を除く)を持参し、各販指吉で申請

。指定販売庖以外で購入する場合・・次の①から④を

持参し、クリーンセンターまたは市役所総合窓口で

申請①カタログまたは取扱説明書@畠名・数量-

本体価格力明記された領収書①印鑑 ①預金通帳

なと補助金の振込先がわかるもの(郵便貯金を除く)

固クリーンセンターft7187・0015

機械武生とみ処理機と
耀胞化容器の腸九に補助金

市では、家庭でのごみの減量と資源化を進めるた

め、機械式生ごみ処理機掛肥化鶴の購入lこ補助
金を斐付しています。

なお、機械式生ごみ処理機は、補助対象外の機種

がありますので、事前にお問い合わせください。

対象市内在住の方

補曲額 O機械式生ごみ処理機…本体価格の2分の
1で、 100円未満切り捨て。 1台3万円を限度とし、

1世帯1台(5年度で1台)0コンポスト・ポ力
シ容器・・本体価格の3分の2で、 10円未満切り捨

て。 1容器3000円を限度とし、 1世帯2容器まで

。 恕
LJ)~. 

参加しませんか

みどりのボランティアの森づくり
古利根公園自然観察の森や中里市民の森で

は、みどりのボランティアの皆さんによる豊

かな生態系をめざした森づくり力強められて

います。枯れ木の処理や竹の間伐、植栽など

のほか、タケノコ掘りや里山あそびなどの活

動も行っています。

市では、こうした取り組みを市内全体に広げるため、 17年度から新たに船戸の

森公園、岡発戸市民の森、布佐市民の森も活動療月として予定しています。

18鵡以上の方で活動に参加(登録)してみたい方はお問い合わせください。

申し込み・固 電話かファクスで公園緑地諜・内線545剛7185・4329ヘ

※みどりのボランティアの会員によるホームページh抗p://www.Kit.hi-ho.ne.jp/ 
forest21/midori.htm 

古制服沼水辺清掃巴ご参加を
古利根沼は周辺の緑と一体になって美しい景観をつくりだしています。この古利根沼

の自然環境を守るため、水辺清掃を行います。奮ってご参加くださし1。

日時 2月27日間午前9開集合、10時30分終了予定(小雨実施)

集合場所古利制中央制排水路広場他国参駒

措参長靴または運動靴、軍手、タオル
V古利根沼中央我湖排水路広場

など(清掃作業のできる服装でご参加を)

申し込み不要(直接集合場所ヘ)

固手賀沼諜・内線462

※駐車台数に限りがあるため、 車でのご

参加はご遠慮ください。

※開催の有無は、当日午前8聞からテレ第ニハ一一
- ・固逗356号

ホンガイドft7185・5000(コード番号 ー圃ーーー
← 去王台

850)でお知らせします。 司 ..... ，-'-同

湖
北

我湖排水路 古利根沼

ニ聖詮ゴ ヒ笠盟

ガソリン
スタンド・l

大和団地

-Z支i12'7
市役所の電話番号n7185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp防災行政無線放送テレホンサービスft0120-031676 ファクスガイド・ファクス便利帳ft7183-6000 テレホンガイド・声の便利帳ft7185-5000 ζ剃簡(f;eぃ
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舗
器
包〉

書
課

タ
イ
ト
ル
の
背
景
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
の
主
催
・
共
催
で
す
。

黒
は
、市
民
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。

で
か
け
て

み
ま
ぜ
ん
か

-ー-
3
8
こ
市
民
ミ
ュー
ジ
カ
ル

2
8
3

E

C
D
完
成
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

日

2
月
幻
日
冊
目
時
却
分
開
場
、

M
時
開
演

所
市
民
会
館

内

C
D
収
録
曲
全
ロ
曲
の
披
露

(
合
唱
と
セ
リ
フ
付
き
)

対

先
着
9
0
0
入

費
無
料
(
チ
ラ
シ
〈
教
育
委
員
会
、

市
民
会
館
、
ア
ピ
ス
夕
、
湖
北
地
区

公
民
館
、
市
民
プ
ラ
ザ
で
配
布
〉
に

印
刷
さ
れ
た
入
場
整
理
券
が
必
要
)

※
当
日
会
場
で
は
C
D
を
1
3
0
0

円
で
販
売
し
ま
す
。
(
通
常
は
市
役

所
行
政
情
報
資
料
室
で
1
5
0
0
円
)

圃

教
育
委
員
会
文
化
課
宮
7
1
8

5
・
1
6
0
1

t1 怠

手
話
で
語
る
講
演
会

第 1135号

日

2
月
初
日
冊
目
時

i
M時

所

ア
ピ
ス
タ
(
入
場
無
料
)

内

「
聴
覚
障
害
者
の
い
ま
む
か
し
」

講
師
:
械
制
加
中
ん
さ
ん
(
千
葉
県

聴
覚
障
害
者
連
盟
副
会
長
)

※
手
話
通
訳
、
O
H
P
付
き
。

対

聴
覚
障
害
者
福
祉
、
手
話
に
関

心
を
お
持
ち
の
方

圃

手
話
サ
ー
ク
ル
つ
く
し
野
・
大

槻

宮
附

7
1
8
4
・
6
6
0
1

第
八
回
け
や
き
歌
の
会

カ

ラ

オ

ケ

発

表

会

日

2
月
訂
日
冊
目
時
開
演

所
湖
北
地
区
公
民
館
(
入
場
無
料
)

圃

カ
ラ
オ
ケ
体
密
都
と
の
・
片
山

宮

7
1
8
3
・
5
5
8
0

日
・・・日時

所
・・・場所

参

加

し

て

み
ま
ぜ
ん
か

あ
そ
び
ば
の
お
楽
し
み
会

日

2
月
口
日
同
日
時
却
分
S
U時

初
分
所

湖
北
地
区
公
民
館
(
参
加
無
料
)

内

リ
ズ
ム
遊
ぴ
、
新
聞
紙
で
遊
ぽ

う
ほ
か

対

O
歳
か
ら
就
学
前
の
お
子
さ
ん

と
保
護
者

圃

わ
く
わ
く
広
場
宮
7
1
8
7
・

7
0
8
8
 

第
8
回
我
孫
子
市
民
ベ
タ
ン
ク
大
会

日
・
所

3
月
ロ
日
出
9
時
、
市
ゲ

ー
ト
ボ
l
ル
場
(
み
ど
り
園
隣
)
集

合
〈
雨
天
中
止
〉

続
技
方
法

3
人
1
チ
l
ム
に
よ
る

リ
ー
グ
戦
(
初
心
者
可
)

費

1
人
1
0
0
円
(
当
日
徴
収
)

申
・
圃

ハ
ガ
キ
に
大
会
名
、
チ
ー

ム
名
、
参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名

・
年
齢
、
代
表
者
の
電
話
番
号
を
明

記
し
、

2
月
お
日
必
着
で
〒
2
7
O

I
l
l
-
1
古
戸
6
9
6
教
育
委
員

会
体
育
課
宮
7
1
8
7
・
7
5
5
5

春
休
み
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
I
講
習
会

昼
食
代
は
別
途
)

申
・
圃

ハ
ガ
キ
に
講
習
名
、
住
所
、

氏
名
、
学
年
・
年
齢
、
電
話
番
号
を

明
記
し
、

2
月
お
日
必
着
で
〒
2
7

o
l
l
l
4
2
泉
認
の
6
の
2
0
7

柳
政
直
宮
7
1
3
9
・
2
2
6
3

風
を
感
じ
て
う
た
い
ま
せ
ん
か

パ
l
ト
E

日

3
月
日
日
働
日
時
5
日
時

所

ア
ビ
ス
タ

内

片
山
み
ゆ
き
さ
ん
の
指
導
に
よ

る
合
唱
セ
ミ
ナ
ー

対

主
に

m
s
m代
の
女
性

費

1
5
0
0
円
(
楽
譜
代
含
む
)

※
託
児
あ
り
。
(
要
申
し
込
み
)

申
・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
3
月

日
固
ま
で
阿
部
宮
町
7
1
8
4
・
0

0
9
3
 

布
佐
南
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
橋
会

「古
文
書
公
開
講
座
(
入
門
編
こ

日
・
所

2
月
お
日
回
目
時
5
日
時
、

布
佐
南
近
隣
セ
ン
タ
ー

内

初
心
者
の
た
め
の
古
文
書
学
習

対

当
日
先
着

ω人

費

3
0
0
円

圃

布
佐
南
近
隣
セ
ン
タ
ー
宮
7
1

8
9
・
3
7
4
0

あ
び
こ
雑
学
ね
っ
と

行
政
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

日

2
月
勾
日

ω日
時
1
日
時

所

ア
ピ
ス
タ

内

「
我
孫
子
の
防
災
対
策
を
考
え

る
」
講
師
:・
市
防
災
安
全
室
職
員

費

無

料

申
・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
2
月

初
固
ま
で
に
都
筑
宮
郎
7
1
8
4
・

5
4
6
4
 

年
金
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー

日

3
月
包
日
同
却
時
、
市
役
所
本

庁
正
面
玄
関
集
合
、
幻
日
制
夜
解
散

日

3
月
ロ
日
回
目
時
i
口
時

所

山
形
蔵
王
温
泉
ス
キ
l
場

所

ア
ピ
ス
タ

対

小

学
校
3
年
生
以
上
、
先
着

ω
内

定
年
退
職
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
家

人

(大
人
も
参
加
可
)

庭

の

使

用

可

能

金

額

の

計

算

と

、
各

費
小
掌
生
2
万
5
0
0
0
円
、
中
人
の
生
き
が
い
を
具
体
的
に
考
え
る

学
生
2
万
8
0
0
0
円
、
大
人
3
万

対

厚
生
・
共
済
年
金
加
入
者
で
印

3
0
0
0
円
(
リ
フ
ト
、
レ
ン
タ
ル
、
歳
代
の
方
、
先
着
初
世
帯

種

:
種
目

出
・
:
出
席
者
・
出
演
者

対
・
:
対
象
・
{
唇
員

費
:
・
費
用

内
・・・内容

※
出
来
る
だ
け
ご
夫
婦
で
ご
参
加
を
。

費

1
世
帯
3
0
0
0
円
(
テ
キ
ス

ト
、
資
料
代
)

持

電
車
、
鉛
筆
、
消
し
ゴ
ム

申
・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
2
月

お
固
ま
で
年
金
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
考

え
る
会
・
岡
宮
町
7
1
8
9
・
5
4

7
4
 

我
孫
子
市
結
婚
相
談
所

プ
チ

O
ラ
ン
チ
パ
ー
テ
ィ
ー

日
・
所

3
月
ロ
日
同
日
時
却
分
i

u時
加
分
、
麗
宮
飯
庖
(
柏
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
1
階
)

対

初

歳
5
6歳
の
男
性
、
お
歳
S

必
歳
の
女
性
、
男
女
各
先
着
却
人
(定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
)

※
真
剣
に
結
婚
を
考
え
て
い
る
方

費

1
人
2
5
0
0
円

申
・
圃

電
話
で
社
会
福
祉
協
議
会

宮

7
1
8
4
・
1
5
3
9

相
馬
霊
場
八
十
八
ヶ
所
を
巡
る
会

日
・
所

2
月
幻
日
制
8
時

ω分、

関
東
鉄
道
常
総
線
新
取
手
駅
駅
前
広

場
集
合
(
雨
天
中
止
)

コ
ー
ス

新
取
手
駅
4
山
ノ
坊
阿
弥

陀
堂
・
熊
野
神
明
神
社
4
蛇
原
家
長

屋
門
↓
妙
見
八
幡
宮
↓
明
音
寺
↓
高

井
域
社
公
園

4
東
光
寺
薬
師
堂

4

高
源
寺

4
香
取
八
坂
神
社

4
龍
禅
寺

↓
三
仏
堂
↓
米
ノ
井
神
明
神
社
↓
永

蔵
寺
薬
師
堂

4
戸
頭
神
社
(
解
散
)

※
全
行
程
約
印
刷
、

U
時
解
散
予
告匂

費

5
0
0
円
(
保
険
料
ほ
か
)

持

タ
オ
ル
、
雨
具
、
昼
食
、
シ
l

'
F
 

山
崎
宮
0
2
9
7
・
w
-
0
3

圃5
0
 

ピ

ヨ

ピ

ヨ

親

子

シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
教
室

日
・
所

3
月
幻
日
鯛
午
前
の
部
日

時
S
U時
、
午
後
の
部
日
時
加
分
5

日
時
却
分
、
側
吉
田
記
念
テ
ニ
ス
研

修
セ
ン
タ
ー
(
柏
市
花
野
井
)

※
屋
内
コ
l
ト
の
た
め
、
雨
天
で
も

実
施
。
持
・
:
持
参

申
・
・
・
申
し
込
み

対

テ
ニ
ス
を
し
た
こ
と
の
な
い
4

歳

sロ
歳
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
、

各
部
先
着
別
組

費

親

子

1
組
5
0
0
円
(
子
ど
も

は
2
人
目
か
ら
1
人
2
0
0
円
)

申
・
圃

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
宮
7

1
3
4
・
3
0
3
0

内
閣
府
青
年
国
際
交
流
事
業

内

①
航
空
機
に
よ
る
派
遣
:
・
国
際

青
年
育
成
交
流
、
日
中

・
日
韓
背
年

親
善
交
流
②
船
舶
に
よ
る
派
遣
:・

世
界
青
年
の
船
、
東
南
ア
ジ
ア
青
年

の
船
対

交
流
活
動
を
円
滑
に
行
え
る
一

般
教
養
と
英
語
力
の
あ
る
時
歳
i
初

歳
の
方

募
集
期
間

2
月
幻
日
開
1
3
月
辺

日

ω
県
選
考
会

4
月
日
日
制

※
応
募
育
法
な
ど
詳
し
く
は
、

県
庁

県
民
生
活
課
宮
0
4
3
・
2
2
3
・

2
3
3
0
へ
。

ぼ
し
ゅ
う

男
女
共
同
参
画
推
進
員

(
市
の
嘱
託
職
員
)

勤
務
場
所
市
役
所
男
女
共
同
参
画

担
当
対

福
祉
業
務
の
経
験
が
あ
り
、

D

V
相
談
業
務
に
応
じ
ら
れ
る
方
、
-

人雇
用
期
間

4
月
1
日
S
平
成
四
年

3
月
白
日

(
更
新
も
あ
り
)

勤
務
日
・
時
間
月
日
日
以
内
、

1

日
8
時
間
以
内
ま
た
は
月
1
3
0
時

間
以
内

報
酬

月
額
U
万
5
0
0
0
円
(
通

勤
手
当
別
途
支
給
)

選
考
方
法

書
類
審
査
と
面
接

申

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

縦
必
酬
×
横
お
酬
の
写
真
(
上
半
身

無
帽
で
3
カ
月
以
内
に
撮
影
)
を
貼

伸
し
、

「
D
V
対
応
と
男
女
共
同
参

画
」
を
8
0
0
字
以
内
に
ま
と
め
2

(
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
)

月
お
日
げ
時
ま
で
(
土
・
日
曜
日
を

除
く
)
に
男
女
共
同
参
画
担
当
へ
本

人
が
直
接
持
参
(
郵
送
不
可
)

圃

男
女
共
同
参
画
担
率
一

・
内
線
2

9
3
 

公

園

管

理

技

能

員

(
市
の
臨
時
職
員
)

勤
務
場
所

湖
北
台
公
園
管
理
事
務

所
(
湖
北
台
中
央
公
圏
内
)

対

刈
り
払
い
機
が
操
作
で
き
る
方
、

5
人
程
度

雇
用
期
間

5
月
i
ロ
月
ま
で
の
期

間
内
で
必
要
に
応
じ
て
任
用

(6
カ

月
以
内
)

勤
務
日
・
時
間

月
M
日、

8
時
加

分
i
u時
日
分

賃

金

時

給
9
8
0
円
(
通
勤
手
当

別
委
去
問
)

申

申
込
書
(
公
園
緑
地
課
に
用
意
)

に
必
要
事
事
乞
明
記
し
、
縦
必
醐
×

横
話
聞
の
写
真
(
上
半
身
無
帽
で
3

カ
月
以
内
に
撮
影
)
を
貼
付
し
、

2

月
幻
日

i
沼
田
9
時
i
M時
に
本
人

が
公
園
緑
地
課
へ
本
人
が
直
接
持
参

圃

公
園
緑
地
課
・
内
線
5
9
4

土
木
セ
ン
タ
ー
非
常
勤
技
能
員

(
市
の
嘱
託
職
員
)

勤
務
場
所
土
木
セ
ン
タ
ー
(中
峠
)

対

普
通
免
許
を
お
持
ち
で
、
道
路

の
維
持
補
修
作
業
な
ど
の
で
き
る
方
、

1
人
雇
用
期
間

平
成
口
年
4
月
1
日
か

ら
1
年
間

(
更
新
あ
り
)

勤
務
日
・
時
間

月
日
日
以
内
、

1

日
8
時
間
以
内
ま
た
は
月
1
3
0
時

間
以
内

報
酬

月
額
U
万
5
0
0
0
円
(
通

勤
手
当
別
途
支
給
)

選
考
方
法

面
接
(
3
月
4
日
実
施
)

申

申
込
書
(
道
路
課
に
用
意
)
に

必
要
事
項
を
明
記
し
、
縦
必
醐
×
横

沼
醐
の
写
真
(
上
半
身
無
帽
で
3
カ

月
以
内
に
撮
影
)
を
貼
付
し
、

2
月

お
日
日
即
時
ま
で
道
路
課
へ
本
人
が
直

接
持
参
(
土
・
日
曜
日
を
除
く
)

圃

道
路
謀
・
内
線
5
3
2

主
・
:
主
催
・
共
催

圃
・
:
問
い
合
わ
せ

臼[芸術交化みれ萌υ事建
子と老IJ主彼!

演劇「夕鶴l乙合唱が出会フ乙き
子どもたちが熱心に合唱や演劇に取り組ん

できた成果をお楽しみください。

日時・場所 2月19日出午後2時30分間場、
3時開演、市民プラザ(入場無料)
出演・曲目 あぴこ子ども合唱団…この星に

生まれて、クラリネッ トをこわしちゃった、

演劇の広場…「夕鶴J
ゲスト日志賀 我孫子コールセピア

定員当日先着130人
申し込み不要(直接会場ヘ)

園教育委員会文化課ft7185・1601

土級救命講習会
私たちは、いつ、どこで、突然のけがや病気で呼吸や心臓

が止まってしまうかわかりません。何の応急手当も受けずに

放置されれば、救命率(社会復帰)幡町低くなります。

消防署では、いざという時、正しい応急処置が行えるように

一救急車が到着するまでの聞に役立つ応急手当を指導します。

日時 3月13日(日)午前9時から午後5時
場所消防本部(参加無料)

内密輸手当(一人法の心肺髄法、大出血聞の止血法な

ど)、けがや病気の時に役立つ知識・技術の指導

対象・定員 市内在住・在勤・在学で健康な方、先着30人
措参昼食

申し込み・圏直接または詣で3月2日まで消防本部警防課
ft 7181・7701(土・日曜日、夜間は7184-0119)ヘ

街の安全を守る

消防団員を募集
消防団は「自分たちの住む街は、自分たちの手で守るJ
という精神に基づいて、地域防災のリーダーとしての役

割を担っています。普段は自分の仕事を持ちながら、い

ざという聞に火災や水害、地震から市民の生命や財産を

守る活動を行います。

地域で活躍する消防団への参加をお待ちしています。

入団資格 市内在住・在勤でボランティア活動に関心が

あり、心身ともに健康な18歳以上の男女
活動内容 *火災時の消火活動 *荒天時(台風など)

の警戒活動 *地域自治会主催の祭りなどでの警戒協力

*地域の防災訓練等への参加

申し込み・圏 直接最寄りの消防署または消防本部警防

諜ft7181-7701ヘ

市役所の電話番号ft7185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp。はfあぴこ楽校jの事業です。
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お
ば
け
の
絵
本
ガ
大
路
き
。

「
き
や

l
出
定

i
」
少
し
だ
け
、

ひ
と
り
で
読
め
る
よ
。

関
東
の
富
士
見
1
0
0
景

(
第
二
次
募
集
)

対

富
士
山
を
背
景
と
し
た
良
好
な

眺
望
が
得
ら
れ
る
公
共
的
空
間
で
、

そ
の
保
全
や
活
用
が
望
ま
れ
る
場
所

※
富
士
山
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

応
募
期
限

3
月
担
日
同

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

国
土

表
通
省
関
東
地
方
整
備
局
企
画
課
宮

0
4
8
・
6
0
1
・
3
1
5
1
(
ホ
ー

ム
ペ

l
ジ
F
芹同
U

一
¥
¥
若
者
宅

-wR

B
F
m
0・
句
)
へ

英
会
話
サ
ー
ク
ル
会
員

日

毎
週
土
曜
日
目
時

S
U時

所
市
民
プ
ラ
ザ
談
話
室

対

中
級
程
度
の
方
、
先
着
叩
人

費

無

料

申
・
圃

電
話
で
英
会
話
サ
ー
ク
ル

我
孫
子
E
S
S
・
沢
田
宮
7
1
8
4

・
2
7
8
0
(日
時
以
降
)

手
賀
沼
ト
ラ
ス
ト
農
教
室
会
員

日

毎
月
第
2
・
4
土
曜
日
8
時
却

分

S
U時

(
3
月

s
u月
)

所
根
戸
域
社

(
根
戸
1
3
4
9
)

内

育
て
る
、
食
べ
る
の
体
験
を
通

し

「農
」
を
学
ぶ

対

農
や
自
然
環
境
に
少
し
で
も
関

心
を
お
持
ち
の
方
、
先
着
却
人

費

年

額

5
0
0
0
円

すこやかちゃんを募集

4月1日号から来年3月16日号までの
「すこやかちゃんJに登場していただくお
子さんを募集します。

対象 平成16年中に生まれたお子さん(過
去に「すこやかちゃんJに登場した兄姉の
いるご家族は除く)、男女各27人(応募者

多数の場合は抽選)

申し込み ハガキ(1人1枚に隈る)に住

所、保護者の氏名、電話番号、お子さんの

若前生年月日性別を明記し、3月10日
消印有効で〒270・1192市役所広報室(住所

省略可)ヘ

固広報室ft7185・1269

~ -
溝宅
測2

あ

さ

麻

紗

ち
ゃ
ん

(
久
寺
家
・

1
歳
3
カ
月
)

膏三
藤5
は
や
と
隼
ち
ゃ
ん

(
湖
北
台
・

1
歳
2
カ
月
)

あ
姉
ち
ゃ
ん
と
い
つ
も
一
緒
巴

遊
ん
で
い
る
隼
<
ん
。
元
気
い
っ

ぱ
い
の
男
の
予
で
す
け

申
・

圃
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク
ス
か
E

メ
l
ル
で
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
2
月
お
固
ま

で一
T
2
7
O
l
l
l
5
4
白
山
3
の

8
の
ロ
の
2
0
2
、
吉
田
三
千
彦
君

附

7
1
8
4
・
7
2
7
3
E
メ
l
ル

ω
g
sロ
@
老
若
者
】

ωσ
ど
℃
へ

野

球

審

判

種
目

軟
式
野
球

対

野
球
が
好
き
で
ル
1
ル
が
分
か

る
方
※
年
齢
、
経
験
年
数
、
資
格
の
有
無

は
聞
い
ま
せ
ん
。
報
酬
あ
り
。

申
・
圃

電
話
で
野
球
連
盟

・
平
山

宮

7
1
8
3
・
2
4
7
1

柴
崎
少
年
剣
友
会
会
員

練
習
日

毎
週
土
曜
日
目
時
初
分
i

M
時
却
分
(
基
本
組
)
、
日
即
時
却
分

i
m時
(
防
具
組
)

所
我
孫
子
普
察
署
道
場

対

小
学
校
2
年
生

1
6年
生

費

月

額

1
5
0
0
円

持

竹

刀

申

練
習
時
に
直
接
会
場
で

圃
下
田
宮
7
1
8
5
・
9
1
9
9

剣

道

教

室

会

員

練
習
日
・
所

4
月
か
ら
平
成
四
年

3
月
ま
で
の
月
・
水
・
金
・
土
曜
日
、

我
孫
子
中
学
校
剣
道
場
(
授
業
終
了

後
2
5
3
時
間
)

費

月

額

5
0
0
円

申

2
・
3
月
の
土
曜
日
9
時
初
分

i
ロ
時
に
我
孫
子
中
学
校
剣
道
場

圃
山
田
宮
7
1
8
4
・
3
9
3
6

dk白ヒ也君事 2月1日現在
.人口 132.678人 (+1人)
[うち外国人900人]

男 65.951人 (+4人)
女 66.727人 (ー3人)
.世帯 50.953世帯 (-4世帯)
※住民基本台帳人口・世帯数に外国人
萱録者数・世帯数を加えた数値です。
※( )内は前月との比較。

ピ
ア
ノ
ク
ラ
ブ
湖
北
会
員

貝

日

毎
月
2
回
水
曜
日
、

9
時

s
m

時
却
分
、
日
時
却
分

S
U時

所
湖
北
地
区
公
民
館

対

お
と
な
の
初
心
者
、
先
着
3
人

※
楽
譜
が
読
め
な
い
方
も
可
。

費

月

額

3
5
0
0
円
、
入
会
金
1

0
0
0
円
(
別
途
教
本
代
あ
り
)

持
筆
記
用
具

申
・
圃
電
話
で
坂
口
宮
7
1
8
8

.
1
8
0
6
 

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
相
2
団
団
員

日
・
所

月
2
回
日
曜
日
目
時

s
u

時
、
柏
ふ
る
さ
と
公
園

対

小
・
中
学
生

費

月

額

2
0
0
0
円

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は

根
本
宮
7
1
8
2
・
0
2
3
2
へ。

「
時
の
話
題
」
会
員

日
・
所

2
月
お
日
制
日
時
S
U時、

市
民
会
館
(
毎
月
第
4
水
曜
日
に
開

催
)
内

時
事
問
題
を
話
し
合
う

費

1
回
1
0
0
円
(
会
場
費
)

申
・
圃

電
話
で
探
山
宮
7
1
8
1

・
5
0
3
6
、
ま
た
は
直
接
会
場

お
し
ら
せ

定
例
教
育
委
員
会

圃所日

2
月
お
日
働
日
時
初
分

水
道
局
4
階
会
議
室

教
育
委
員
会
総
務
課
宮
7
1
8

項 目 (納口直期接昔限日)

水道料金 24日同
介護保険料第9期 28日(月)

固定資産税第4期 28日(月)

国民健康保険税第9期 28日(月)

下柑難者負担金制期 28日(月)

忘れずに納めましょう

5
・
1
1
1
0

献
血
に
ご
協
力
を

日

3
月
1
日

ω9時
却
分
S
U時

記
分
、
日
時
1
日
時
加
分

所

市
役
所
本
庁
1
階
ロ
ピ
l

圃
生
活
支
援
課
・
内
線
3
7
7

2
月
は
相
続
登
記
促
進
月
間

相
続
登
記
を
何
代
に
も
わ
た
っ
て

放
置
し
て
お
く
と
権
利
関
係
が
複
雑

に
な
り
、
後
日
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ

ル
が
発
生
し
ま
す
。

千
葉
県
下
の
司
法
書
士
の
事
務
所

で
は
、
月
間
中

「相
続
登
記
に
関
す

る
無
料
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
千
葉
司
法
書
士
会
宮

0
4
3
・
2
4
6
・
2
6
6
6
へ
。

無

料

法

律

相

談

日
・
所

3
月
5
日
回
目
時

sロ
時
、

日
時
1
日
時
、
千
葉
県
弁
護
士
会
松

戸
支
部
(
松
戸
市
松
戸
1
2
8
1
の

お
住
友
生
命
松
戸
ピ
ル
5
階
)

内

借
金
相
談
を
除
く
一
般
法
律
相

談対

先
着
弘
人

申
・
圃
電
話
で
3
月
1
白
川

wm時

か
ら
千
葉
県
弁
護
士
会
松
戸
支
部
宮

0
4
7
・
3
6
6
・
6
6
1
1

大

学
1
過

信

教

育

春
期
合
同
入
学
説
明
会

日
・
所

2
月
四
日
出
ロ
時

s口
時
、

新
宿
エ
ル
タ
ワ
l
却
階
(
新
宿
駅
西

口
徒
歩
約
3
分
)

参
加
枝
鹿
臆
義
塾
大
学
、
中
央
大

学
、
日
本
女
子
大
学
、
日
本
大
学
、

削

船

件

件

人

人

人

人

晶
畠

目

別

詑

1

1
泊

悶

-m剖
1

け

+

t
い

曽酎

月

・

.

川

川

数

数

也
阿
付

件

数

者

人

新
生
比
者
比
傷
比

町
臥
察

発

期

死

期

負

期

訓
"
唱

の

同

の

同

の

同

附

前

月

年

月

年

月

年

薗
叩

情

1
前

1
前

1
前

玉
川
大
学
、
悌
教
大
学
、
東
洋
大
学
、

明
星
大
学
、
聖
徳
大
学
な
ど
お
校

内

希
望
す
る
大
学
の
内
容
や
学
習

方
法
な
ど

圃
側
私
立
大
学
通
信
教
育
協
会
告

白
・

3
8
1
8
・
3
8
7
0

※
3
月
5
日
出
に
も
、
同
様
の
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

知
的
財
産
権
訴
訟
の

新

し

い

取

り

組

み

裁
判
所
で
は
、
知
的
財
産
権
訴
訟

の
審
理
の
充
実
、
迅
速
化
を
図
る
た

め
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。
平
成
口
年
4
月
か
ら
は
、

知
的
財
産
高
等
裁
判
所
の
新
設
や
秘

密
保
持
命
令
、
当
事
者
尋
問
等
の
公

開
停
止
等
の
制
度
の
導
入
な
ど
、
新

し
い
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
裁
判
所
の
ホ
1
ム
ペ

ー
ジ
宮
苦
一
¥
¥
若
者
宅
-nocEω-

m
o・句
¥
の

「裁
判
所
の
案
内
・
広

報
テ
l
マ
・
平
成
口
年
2
月
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

広
報
を
お
届
け
し
ま
す

。
広
報
が
届
い
て
い
な
い
方
へ
は

市
で
は
、
広
報
あ
ぴ
こ
を
新
聞
折

り
込
み
で
配
付
し
て
い
る
ほ
か
、
市

の
公
共
施
設
に
も
置
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
の
ホ

1
ム
ペ

1
ジ

(
Z
G一
¥
¥
若
者
宅

-nFq・釦
-u-w
o

n
y
F
2℃
)
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。
な
お
、
新
聞
を
定
期
購
読
し
て

い
な
い
な
ど
、
広
報
が
届
い
て
い
な

い
市
民
の
皆
さ
ん
へ
は
、
広
報
を
宅

配
し
て
い
ま
す
。

。
目
の
不
自
由
な
方
へ
は

視
覚
障
害
者
を
対
象
に
、
広
報
の

内
容
を
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
吹
き
込

ん
だ

「声
の
広
報
」
を
郵
送
し
て
い

ま
す
。

圃

広

報

室
宮
7
1
8
5
・
1
2
6

9
 
。
公
共
施
設
利
用
の
継
続
的
な
活
動

は
、
優
先
的
に
場
所
が
確
保
さ
れ
て

い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

1高齢社会への対応を探るj公開講演会

安心して年をとるための成年後見制度

第6回心の健康を考える集い

Ibの病気と向き合い
支え合いこの街に生きる

事電車京室主思を雪組:l~

「自分のため、家族のため、みんなの安Jl，I

のためによ成年後見制度について、 事例を

突えながらの講演です。

日時 2月22日側午後1時30分から4閏
蝿所アビスタ(参加無料)

内容①成年後見制度に関するビデオ上映

①講演 「成年後見制度Jについて講師…
中山二基子さん(弁護士)

定員先着150人
申し込み不要(直強会場ヘ)

主催 我孫子市・高齢社会への対応を探る会

固遠藤ft7182・0387

日時・場所 3月5自国午後1時から4時(受け付
け12時30分)、市民会館(参加無料)
内容①J[)のボランティア「卜ゥ-ハートJによる
寸劇①講演「地域に生きる、地域で支えるJ講師
…寺田一郎さん(社会福祉法人ワーナーホーム理事

長)①統合失調症を体験した方の話「グループホー

ムっていいなJ講師・・徳広元秀さん(精神障害者グ
ループホーム世話人)

定員先着200人
申し込み不要(直接会場ヘ)

主催 我孫子市

固福祉総合相談室・内線421

今年度の平和事業は、「東京大空襲の体験を聞く会」と「東京

大空襲写真展Jを行います。
市内にお住まいの豊村さんと岩村さんに、自らの体験を語っ

ていただきます。また、市締月有する東京大空襲の写真を展示し、

合わせてビデオ上映を行います。

この機会に、平和の大切さについて考えてみませんか。

@豊村美恵子さんと岩村曜予さんの体験を聞く会

日時 2月26日出午後1閏30分から3時
場所市民会館(入場無料)

@東京大空襲写真展

日時 2月26日出.27日(日)午前9閏30分から午後4時
蝿所市民会館ホワイ工(入場無料)

主催 我孫子市

因企画調整担当・内線211

ζ剃簡(f;eぃ 防災行政無線放送テレホンサービスft0120-031676 ファクスガイド・ファクス便利帳ft7183-6000 テレホンガイド・声の便利帳ft7185-5000 
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0
7
人
が
大
人
の
仲
間
入
り

成
人
式
で
再
会
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る

... -t1 

新春マラソン大会に
124_5人が参加

a 

健脚を競フ

第1135号

1月10日、市民会館で成人式が行われました。今年の対象者は

1507人で、成人式には1077人が参加しました。
久しぶりの恩師や同級生との再会に会場内は笑顔であふれ、式

典終了後には中学校区ごとに集合写真を撮影しました(写真)。

なお、集合写真や式典の様子は、教育委員会のホームページ

http://www.abisuta.city.abilくo.chiba.jp/edu/でご覧になれます。

三代晃也さん(並刺、)の作文が県知事賞
“社会を明るくする運動"作文コンテストで

あ

第54固“社会を明るくする運動"千葉県作文コン
テストで、並木小学校3年生の三代男也さん(写真)
の作品が、昨年11月16日に「千葉県実施委員会委
員長賞(県知事賞)Jを受賞しました。
この作文コンテストは、小-中学生の生活体験を

もとに、犯罪や非行などについて感じたことを書く

もので、三代さんはいくつかの出来事を通じて「あ

りがとうJと言うことの大切さをつづり、 700人を
超える応募作品の中から選ばれました。

親
子
で
ア
ビ
ス
タ
を
体
験

ア
ビ
ス
タ
フ
ェ
ア
C
3
5
0
0
人

「アビスタを体験しようJをテ
ーマに、「アビスタフェアJが1
月30日に開催されました。
このイペントは、多くの皆さ

んに生涯学習を体験していただ

くため、昨年までの公民館フエ

アをアビスタ全館規模に拡大したもので、講演会やコンサー卜、体

験イペン卜(写真上)、展示などのほか、

模擬庖や豚汁、もちつき(写真左)な

どの楽しいアトラクションも行われま
した。

会場となったアビスタには約3500
人が訪れ、生涯学習を “体験"する多

くO滑子連れなどでにぎわいました。

び

あ

れ

.....， 
ιー

新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、

1
月
幻
自
に
湖
北
台
中
学
校
を
起
点
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
曇
天
で
気
温
の
低
い
日
と
な
り
ま
し
た
が
、
小
・
中
学

生
か
ら
花
歳
の
方
ま
で
計
1
2
4
5
人
が
、

1
・
5
M
か
ら
叩
刷
の
4

コ
l
ス
・
羽
部
門
で
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

1
月
の
東
京
箱
根
間
往
復

駅
伝
購
争
に
出
場
し
た
中
央
学
院
大
学
の
選
手
も
参
加
し
て
、
大
会
に

華
を
添
え
ま
し
た
。
上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

。1・
5
陥
コ

l
ス

*
親
子
フ
ァ
ミ
リ
ー

①
西
海
和
也

・
春
香
②
小
林
英
樹

・
拓
矢

③

沼
尻
英
之
・
聡
太

*
小
学
4
年
男
子

①
飯
田
芳
久

②
細
谷
斉
昭
③
黒
川
恵
輔

*
小
学
4
年
女
子

①
長
谷
川
渚

⑦
椎
名
麻
衣
③
平
岩
瑞
穂

*
小
学
5
年
男
子

①
小
川
貴
弘

②
小
林
祐
貴
③
本
間
康
平

*
小
学
5
年
女
子

①
小
川
実
紀

②
柳
珠
里
香
③
日
暮
美
弥

*
小
学
6
年
男
子

①
菊
田

一一磨

⑦
巣
川
雅
裕
③
三
野
貴
史

*
小
学
6
年
女
子

①
倉
岡
美
季

②
移
山
知
巳
③
佐
藤
愛
莱

0
3
陥
コ

l
ス

*
中
学
1
年
男
子

の
佐
竹
司

越
智
期
③
松
島
信
男

*
中
学
1
年
女
子

①
酒
井
舞

伊
藤
彩
織
③
日
暮
由
佳

*
中
学
2
年
男
子

①
福
田
大
賞

②
小
柳
和
也
③
須
藤
耕
平

*
中
学
2
年
女
子

①
鈴
木
さ
ゆ
り

⑨
伊
藤
望
⑦
藤
村
早
紀

*
中
学
3
年
男
子

①
鈴
木
正
人

φ
大
森
一
樹
③
飯
泉
佳
太

0
5
陥
コ

l
ス

*
男
子
叩
歳
以
下

①
天
野
慎
也

②
長
島
教
之
③
渡
辺
裕
紀

*
男
子
初
歳

i
m歳

①
我
喪
治

②
平
津
仁
蜜
宙
真
樹

.....， 
ιー

れ

② ② 

*
男
子
初
歳
5
ぬ
歳

①
羽
方
茂
浩

②
高
木
教
之
③
近
藤
文
義

*
男
子
制
歳
5
m制
歳

①
村
松
利
之

②
大
橋
勝
信
③
清
水
正
秀

*
男
子
叩
歳

i
臼
歳

①
盛
英
樹

②
榎
本
秀
雄
③
新
井
隆
男

*
男
子
印
歳
以
上

①
田
中
久
美

②
坂
本
洋
明
③
木
崎
ノ
リ
旦

*
女
子
お
歳
以
下

⑦
話
川
郁

足
立
美
佳
⑦
新
井
望
保

② 

*
初
歳

i
m制
歳

①
後
閑
文
子

飯
塚
幸
枝
③
岡
田
歩

*
女
子
叩
歳
以
上

①
福
本
ま
ゆ
み

②
石
井
幸
子
⑦
骨
内
正
江

o
m陥
コ

l
ス

*
男
子
市
歳
以
下

金
滑
老
原
悠
希

②
氏
家
望
③
海
田
期
平

*
男
子
却
歳
5
m
O歳

①
井
畑
善
夫

②
広
方
智
之
③
川
村
史
朗

*
男
子
初
歳
5
泊
歳

①
根
本
渉

②
半
村
哲
③
本
間
真
市

*
男
子
却
歳
5
m叩
歳

①
荒
木
敏
文

②
折
橋
雄
③
天
野
揚

*
男
子
叩
歳
5
日
歳

①
張
替
鋼

一

②
田
中
孝
己
霊
缶
仁

*
男
子
印
歳
以
上

①
鳥
取
克
行

②
山
田
隆
③
串
田
栄
司

*
女
子
鈎
歳
以
下

①
高
部
由
起
子

②
福
田
理
奈

*
女
子
初
歳

i
m叩
歳

①
野
崎
由
美

子
②
藤
原
定
子
③
今
村
佳
津
江

*
女
子
印
歳
以
上

①
山
川
房
子

②
金
山
佐
司
子
③
津
嘉
山
和
加
子 ② 

俳句

文芸だより
文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。締め切り
，:t、毎月20日(必着)。ハガキで1人1作に限ります。
応募先 〒270・1192市役所広報室(住所省略可) 竹内旦 選
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嘉

戸

健

治

脅

山

陽
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奥

理
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江

秋

葉

清

下

回

文

子

壁
谷
千
鶴
子

中

台

贋

平

塚

利

雄
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こ

こ

ぞ

雪
の
あ
さ
我
孫
子
え
に
し
の
皇
女
の
賀
に
烏
ど
も
挙

り

℃

』

手

と

ま

嘉

戸

健

治

嫁
菜
つ
み
入
れ
緑
み
ち
く
る
レ
ジ
ぶ
く
ろ
土
の
香
り

も

隠

れ

ゐ

る

な

り

渡

辺

詔

子

と

お

ほ

な

ゐ

内
と
外
に
大
地
震
あ
り
て
中
越
の
山
古
志
村
に
雪
ふ

り

つ

も

る

東

海

林

帯

和

日
溜
り
に
ふ
と
目
に
つ
き
し
冬
木
の
芽
そ
の
輝
き
に

励

ま

さ

れ

た

り

須

田

利

夫

強
風
で
倒
れ
た
眠
の
木
切
り
口
の
空
洞
そ
し
て
天
に

訴

ふ

大

森

澄

夫

タ
閣
の
鳥
海
山
よ
り
海
み
れ
ば
掛
か
察
に
湾
な

が

る

白

杉

政

幸

北
風
の
」
討
つ
よ
け
れ
ぎ
ん
ぎ
ん
と
研
ぎ
あ
げ
ら
れ

む

mwau

て

月

の

面

て

る

津

村

阿

呈
ね

ぎ

も

え

ぎ

し

ん

し
ろ
じ
ろ
と
洗
ひ
上
げ
た
る
葱
さ
け
ば
蔚
黄
の
芯
は

甘

く

香

り

ぬ

海

老

塚

恵

美

子

榊原敦子 選

一
月
の
中
頃
、
市
内
の
人
家
で
、

黄
色
に
色
づ
い
た
キ
ン
カ
ン
の
実
を

見
か
け
ま
し
た
。

キ
ン
カ
ン
の
実
は
、
冬
に
な
る
と

き
ん
き
つ

黄
金
色
に
熟
す
の
で
、
金
橘
と
か
、

パ
鉱
山
肌
の
名
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

花
期
は
夏
で
、
芳
香
の
あ
る
小
さ
な

白
い
花
が
咲
き
ま
す
。
花
弁
は
五
枚

で
す
が
、
雄
し
べ
は
多
く
、
十
七
本

♀3クUJ~ぺ合出》
(みかん科)

畠

領

不周

傭

"
醸
り
ま
す
"

無
料
で
申
腹
筋
台
、
ス
キ

ー
板
:
・
林
宮
7
1
8
7
・
5

4
1
7
 

"
醸
っ
て
く
だ
さ
い
"

無
料
で
申
パ
ソ
コ
ン
(
ウ

イ
ン
ド
ウ
ズ
)
:
・
有
井
宮
7

1
8
4
・
4
8
9
8

市
子

ど
も
用
女
子
自
転
車

(
M
イ

ン
チ
)
:
・
森
川
宮
7
1
8
3

.
2
7
0
4
 

申
し
込
み
各
連
絡
先
へ
直

接
電
話
し
て
く
だ
さ
い

※
掲
載
の
申
し
込
み
は
ふ
れ

あ
い
工
房
へ
(
月
曜
日
休
館
)
。

圃
ふ
れ
あ
い
工
房
宮
7
1

8
6
・
5
5
0
0

ぐ
ら
い
あ
り
ま
す
。

キ
ン
カ
ン
の
原
産
地
は
中
国
で
、

古
い
時
代
に
渡
来
し
た
の
が
マ
ル
キ

ン
カ
ン
で
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て
入

っ
た
の
が
ナ
ガ
キ
ン
カ
ン
と
い
わ
れ

ま
す
。

マ
ル
キ
ン
カ
ン
の
果
実
は
球
形
で
、

径
が
二
セ
ン
チ
ほ
ど
で
す
が
、
ナ
ガ

キ
ン
カ
ン
は
ウ
ズ
ラ
の
卵
形
で
、
三

セ
ン
チ
前
後
で
す
。

キ
ン
カ
ン
の
果
皮
は
厚
く
、
香
気

と
甘
み
が
あ
り
ま
す
。
キ
ン
カ
ン
の

実
は
生
で
食
べ
た
り
、
砂
糖
漬
け
に

し
て
食
べ
た
り
し
ま
す
。

葉
を
光
に
か
ざ
す
と
、
明
る
い
点

が
散
在
し
て
見
え
ま
す
。
こ
れ
は
細

か
ん
げ
き
ゅ
て
き

胞
間
隙
に
油
滴
が
た
ま
っ
た
も
の
で
、

ゆ
て
ん

油
点
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

(
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
)
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